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シリーズ・開業

　「山下公園」「中華街」「横浜スタジアム」……そ
んな横浜らしい場所に平成27年９月５日「日本大
通まま皮ふ科」を開院いたしました。
　私は生まれも育ちも伊勢佐木町という生粋のは
まっ子です。実家はずっと飲食店をしております。
伊勢佐木町界隈は、最近の都会ではすっかり希薄に
なってしまったご近所付き合いもまだまだ残る地域
です。両親共に働いていたので、近所に育てられた
と言っても過言ではなく、地元の方々に何らかの形
で恩返しができればという思いが小さい頃からずっ
と私の中にありました。
　地元の中学、高校に進学し、大学で群馬に行った
ものの、卒後は横浜に戻り、医師として仕事をスター
トしました。若い頃は毎日の仕事をこなすのが精一
杯で、がむしゃらに日々を過ごしていました。2006
年に体調を崩し、やむなく医局を退局することに
なってしまいました。そんな時に皮膚科医としての
スキルを落とさないためにと、以前より大学からの
派遣でお世話になったことのあるいずみ野皮ふ科の
増田智栄子先生から「来られるときにお手伝いに来
ない？」とお声をかけていただきました。家でゴロ
ゴロしながら、紙上の勉強をしたところで勘が鈍っ
てしまうと思っていたので、本当にありがたいお言
葉でした。始めは週に１回の勤務から始まりました
が、気付けばすっかり居座ってしまい、常勤として
働かせていただくまでになっていました。
　増田先生には本当によくしていただき、地域密着
のクリニックにはどんな疾患の患者がくるのか、治
療の仕方、工夫、患者との接し方など、大学とはま
た違う医療のあり方について教えていただきまし
た。クリニックのスタッフや患者さん達ともずいぶ
んと信頼関係を築くことができ、このままずっと増

田先生のもとで働かせていただきたいと思っていま
したが、９年間の間に娘を授かり、私の生活が大き
く変化しました。娘が小学校にあがる段階で、学校
行事になるべく参加したい、学校から帰ってきたと
きに少しでも長い時間一緒にいてあげたいという気
持ちが大きくなってきました。そんなとき、今まで
私の心の片隅においやられていた「地元に貢献した
い」という思いも蘇ってきたのです。
　それならば、娘の学校の近く、私の地元で開業す
るのがいいのではと思ったのですが、お世話になっ
たいずみ野皮ふ科をやめることができるのか本当に
悩み、今後私達の生活はどうするのが一番いいのか、
家族と何度も話し合いをしました。最終的に、娘の
学校の近くに拠点をおき仕事をするのが一番との結
論に達し、増田先生に正直な気持ちを話したところ、
私がやめることで院長の負担がすごく大きくなるは
ずなのに、「先生の決めたことであれば応援するわ」
と言っていただき、いずみ野皮ふ科からの卒業が決
まりました。それが、2015年の年末のことでした。
　開業と言っても親族に医療関係者はだれもおりま
せん。右も左もわからない状態でしたので、最近開
業した先生方に相談し、まず指南役になってくれる
業者を決め、業者を中心に土地探しからスタートで
す。希望の場所は始めから明確でしたが、立地、広
さ、賃料の条件がすべて揃うところはなかなかない
だろうと覚悟していましたが、蓋をあけてみると、
賃料の大幅な値下げ交渉が上手くいき、一番始めに
見に行ったところで即決定という運びになりまし
た。
　予想よりも予定が前倒しで、場所探し開始３ヶ月
後にはテナント契約になり、こうなると後は開院ま
でカウントダウンです。あまりにも急に話が進み、

地元で開業
～いずみ野皮ふ科から卒業して～

福田香織
日本大通まま皮ふ科
（横浜市中区）



神奈川県皮膚科医会会報　第23号　27

　平成26年７月、横須賀市大津町に開業いたしま
した。当クリニックは京急線京急大津駅から徒歩７
分、交通量の多い大津交差点すぐのビルの２階にあ
ります。隣のビルには内科クリニックと薬局があり
ます。駅からやや遠いので駐車場は近くに４台分あ
ります。
　私は横浜市立大学医学部卒業後、横浜市立大学大
学院皮膚科に進学し、皮膚T細胞リンパ腫の研究で
中嶋弘教授、長谷哲男助教授はじめ多くの先生方に
大変丁寧な教えを受けました。大学院終了後、毛利
忍部長のもと横浜市立市民病院に勤務しました。大
学院時代は研究が主で、臨床能力がいまひとつで
あった私に、毛利先生は臨床、病理をしっかり身に
つけさせてくださいました。その後、約２年間、米

国ニューヨーク市のロックフェラー大学皮膚科研究
員として、クルーガー教授のもとで乾癬に対する生
物学的製剤開発研究に携わりました。私が担当した
生物学的製剤は、余り効果がないことが判明し残念
な結果に終わったのですが、帰国後に同研究皮膚科
でウステキヌマブが開発され、感慨深いものがあり
ました。帰国後は横浜市立大学、横浜市立市民病院
に勤務したのち、横須賀市立うわまち病院の一人医
長となりました。
　開業前に９年間勤務していた横須賀市立うわまち
病院は、病床数400床余の病院です。マイペースで
診療できましたが、やはり難しい症例や判断に迷う
症例では仲間がいないと心細いこともありました。
しかし規模が小さい病院であるだけに、診療科間の

横須賀市に開業して1年半 宮沢めぐみ
みやざわ皮膚科
（横須賀市）

８月のお盆まではフルタイムで仕事をしながら開院
の準備をし、９月にオープンという、とてもタイト
なスケジュールになってしまいました。内装のこと、
銀行の融資実行、機器、器具の選定、スタッフ募集
面接、役所関係の申請のこと……と初めて尽くしの
毎日です。通常の業務が終わってから深夜まで打ち
合わせという日々が続きました。準備は本当に大変
でしたが、今この原稿をクリニックの自室で書いて
いると、自分の希望をほぼ具現化できた喜びですべ
ての苦労も楽しかった思い出に感じられます。
　９月５日、大安吉日そして一人娘の誕生日という
日についに「日本大通まま皮ふ科」を開院すること
ができました。クリニック名は「女性らしさ」「や
さしさ」「愛情」「癒し」「ぬくもり」という私がク
リニックに望むことから連想する言葉を80近く候
補として書き出し、その中から個性のあるものをと
考えてつけました。
　９月５日の開院から半年以上が経ちます。開院後、
今のところ全く不備不便に感じることはありませ
ん。開院後平穏に診療ができているのは、なにより

もいずみ野皮ふ科でクリニックのノウハウを教えて
いただいたおかげだと思っています。増田先生には
感謝の気持ちでいっぱいです。
　まだまだ、患者様は多いとはいえませんが、少し
ずつ認知されてきている実感はあります。優秀で笑
顔の絶えないスタッフに囲まれ、充実した毎日を
送っています。
　娘も学校からクリニックに帰ってくるようにな
り、娘との時間も多くなりました。私の子どもの時
からの知り合いの方もクリニックに来てくれていま
す。私の思い描いていた理想的な職場環境だと思っ
ています。
　まだ、当クリニックはスタートしたばかりです。
これからどんなふうになっていくのかはわかりませ
ん。自分で築きあげた大事な城、大事な宝物。大切
に大切にクリニックを育てていきたいと思います。
　まだまだ若輩者ではありますが、これからますま
す頑張っていく所存です。
　今後共よろしくお願いいたします。
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垣根が低く、大学病院や基幹病院と異なり、電話で
気楽に他科と相談して診療することができました。
褥瘡回診では、すべての褥瘡の患者さんを、形成外
科、WOCナース、栄養科と一緒に診察し、多方面
から治療しました。下肢血管病変を扱うフットカン
ファランスでは形成外科、循環器科、心臓血管外科、
リハビリテーション科とさまざまな症例を連携して
診療することができ、またフットカンファランスの
おかげで、足の褥瘡とのふれこみの患者さんの中に
かなり多くの下肢虚血の存在が判明し、適切な治療
をすることができました。ただ日ごろ診療していて、
横須賀市は皮膚科専門医によるクリニックがまだ少
なく、大変混んでおり、思うように逆紹介ができず
困りました。次第に逆紹介したいけど希望されない
患者さんがたまってしまい、患者さんを流す診療形
態になってきてしまいました。
　そこで自らが逆紹介の受け皿となるために、開業
を考えるようになりました。とはいっても、クリニッ
クの経営面や持病があるがゆえの体力面、自己研鑽
のための勉強会や講演会出席がおろそかになってし
まうのではないかとの不安がありました。いろいろ
な先生方にご相談したところ、少ない日数、診療時
間からスタートして、その後状況に応じて診療日数・
診療時間を増やすのはどうかとのアドバイスを受け
ました。マイペースに少しずつであればと思い、よ
うやく開業にこぎつけることができました。
　診療は週４日、午前10時から12時、午後３時か
ら５時でスタートしました。横須賀市はテナント料
が安いこと、従業員は全員パートで、診療時間が短
ければ、給与も少なくてすむこと、横須賀市立うわ
まち病院で診ていた患者さんがかなり多く受診して
くれることで、少ない診療日数・診療時間で何とか

なっています。昼休みは、処置や小手術ができるよ
うに長めに取りました。近隣はお年寄りが多く、イ
ンターネット予約は無理と考え、昼休みの処置、手
術以外の予約はとらず、受付順に診療しています。
　診療で最も力を入れているのはスキンケア指導、
軟膏の外用法の指導です。新患の患者さんでは皮膚
の洗い方から、1FTUの外用法まで処置をしながら
しっかり指導し、指導内容を忘れないようになるべ
く小冊子などの誌面を手渡して帰っていただいてい
ます。ただしお年寄りが多いせいか、指導してもあ
まり身につかず、私の自己満足的なところもありま
す。にきびの患者さんには、洗顔方法から化粧につ
いてまできめ細かく指導しています。
　平成26年12月からはエキシマライトを導入いた
しました。白斑、乾癬、掌蹠膿疱症、アトピー性皮
膚炎などで、外用のみで改善しない場合には重宝し
ています。
　開業時に想定していなかったのは、巻き爪、陥入
爪の多さです。早速3TO（VHO）の講習を受けに
行き、3TOを行うようになりました。症状にあわ
せ爪クリップ、ナオルン人工爪、ガター法も適宜行っ
ています。
　開業して、今度は入院、精査のために患者さんを
紹介する立場になりました。どんなときでも、快く
患者さんを引き受けてくださる、横浜市立大学附属
病院、横須賀共済病院、横須賀市立うわまち病院、
衣笠病院の先生方には大変感謝しつつ診療する日々
を送っています。
　今後も試行錯誤して、患者さんのニーズに応じた
診療を提供したいと思います。先生方のご指導を賜
れれば幸いに存じます。よろしくお願いいたします。
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　2015年４月に茅ヶ崎市浜見平に「茅ヶ崎 はまか
ぜ皮膚科」を開院いたしました。浜見平はJR茅ヶ
崎駅からは徒歩圏にはなく、バスを利用して10分
ほどかかる茅ヶ崎市の西、平塚市との境界付近の地
区です。湘南海岸、相模川に近い、自然豊かな閑静
な住宅地で、50年ほど前の団地ブームの時代に一
斉に施工された団地群が建ち並んでいます。現在、
団地の建物の老朽化が進んでいるため、市が都市計
画として順次建て替えている最中です。当院がある
施設ももともとは古い団地があったところで、保育
園、図書館、市役所出張所などと一緒に医療モール
が併設されており、その一角で近隣の町おこしにご
協力させていただく形で開業しました。
　私は、徳島大学医学部を卒業後、小田原市立病院
で初期研修を終え、東海大学医学部付属病院皮膚科
に入局しました。小澤明前教授のもと、先輩の先生
方から様々な皮膚疾患、common diseaseにいたる
まで、手厚く指導していただきました。また、かね
てから希望していた開業に関しても、医局全体でサ
ポートしていただきました。現在も月に２～３回は
大学の診療に参加させていただく機会を設けていた
だいており、現診療科長の馬渕智生先生、ならびに
医局員の皆様に対しては感謝の言葉が尽きません。
　大学で爪疾患専門外来を担当していたため、当院
でも陥入爪に対して弾性ワイヤー、爪クリップ、ガ
ター法などの治療をしています。その他、テープ法、
靴指導、爪切り指導など、標準的な診療ではありま
すが、近隣の患者さんには喜んでいただいているよ
うです。ただ、フェノール法など当院では施行が難

しい治療に関しては、大学に紹介しています。
　その他、乾癬やアトピー性皮膚炎、尋常性白斑な
どに対してNB－UVBを導入しています。東海大
学には乾癬の患者さんが多いため、週２回光線治療
外来があり、照射器も全身型、局所型を含め６台あ
ります。在籍中、光線療法を多く経験させていただ
いたため、照射量や通院間隔のコントロールに馴染
みがあり、比較的スムースに導入できました。
　最近では、皮膚生検、小さい皮膚腫瘍の手術も行っ
ています。それまでは周辺施設、大学病院に紹介さ
せていただいていたのですが、患者さんの大部分が
近隣の方であり、通院の負担を軽減するために、で
きる限り当院で行うようにしました。また、大学と
違い、看護師がいませんので、採血、外用処置、包
交も一人でしています。患者さん一人一人にかかる
時間が長くなり、余裕がなくなるときもありますが、
患者さんとのコミュニケーションが取りやすくなる
利点もあり、しばらくはこの形で続けようと思って
います。もともと皮膚科を目指した理由の一つが、
開業したあとも、問診、視診、触診、鑑別診断、検
査、病理診断、確定診断、治療という流れを、一人
で続けていける科であったためであり、原点に戻っ
た気持ちで日々やりがいを感じています。
　まだ開院して１年にも満たない当院ですが、地域
で信頼されるかかりつけ医を目指して努力していく
所存です。この度は執筆させていただく機会をいた
だき、誠にありがとうございました。今後ともご指
導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

開業のご挨拶 眞鍋泰明
茅ヶ崎 はまかぜ皮膚科
（茅ヶ崎市）
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　平成24年11月、南足柄市に開業致しました。
　平成10年、地元、佐賀医科大学（現佐賀大学）を
卒業後、九州大学古江増隆教授の教室に入局しまし
た。開業の２、３年前まで福岡で働いていた私は、（旅
行ではない）“普通の日”に、車中から富士山が見え
る光景が信じられず、今でもきれいな富士山が見え
ると思わず手を合わせたくなってしまいます。子ど
もの就学を機に主人の地元である神奈川に転居して
きました。開業の予定は全くなかったのですが、想
い描く診療体制を実現したいと思うようになり、覚
悟を決めました。
　この地域には、しばらく皮膚科専門医による診療
所がなかったこともあり、足柄上医師会の先生方が
とても温かく歓迎してくださいました。この地域に
開業して、本当に良かったと思います。
　忙しさに私たちの成長が追い付かず、また、社会
人として、事業主としてあまりに未熟であったため
に、スタッフの結束がうまく図れずに悩んでおりま
したが、開業から３年経ち、理想的な診療体制に近
づいてきました。休みもとれない状況で一生懸命つ
いてきてくれたスタッフにとても感謝しています。
　２月に、古江教授ご夫妻の還暦をお祝いする会が
開かれました。若い教室員だけ100人が集いました

が、育ててくださった先輩方や、一緒にがんばった
同僚や後輩と久しぶりに会い、とにかく必死だった
当時を懐かしく思い出しました。恵まれた環境で育
ててくださった教室に、私は何も恩返しができてい
ないと感じました。せめてこの地で、皮膚科医とし
ての役割を真摯に果たしていきたいと思います。そ
してその結果、私と家族が住むこの地域の方々の、
皮膚の健康を守り、その生活がより豊かなものにな
ることに、貢献できることを願います。
　最後に、神奈川にゆかりがなかった私を支えてく
ださいました東海大学の先生方に心よりお礼申し上
げます。これからもどうぞよろしくお願い致します。

富士山が見えるこのまちで
熊澤智子
くまざわ皮フ科クリニック
（南足柄市）

筆者（前列左より２番目）


